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静岡県立農林環境専門職大学
所在地 〒438-0803 静岡県磐田市富丘678-1
交通 JR磐田駅から遠鉄バス、「図書館前」バス停より徒歩10分
TEL 0538-31-7901　FAX　0538-34-4445
設置者 静岡県
開学年 2020年
学生定員 96名   教員数  22名   職員数  22名

HISTORY & MISSION
　静岡県立農林環境専門職大学は、 1900年（明治33年）
に端を発する県立農林大学校を母体とし、 全国初の農林業
分野の専門職大学として、2020年4月に開学しました。
農業のグローバル化や6次産業化、 スマート農業の進展、 
農山村地域における人口減少や高齢化の進行など、近年、
農林業を取り巻く環境は大きく変化しており、本学では、
こうした環境変化に対応できる能力を身に付けて、将来
の農林業経営の現場を支えていくとともに、農山村の景
観や環境、文化などについても学び、地域社会のリーダー
として、それらを守り育んでいくことができる人材の養
成を目指しています。

PROFILE
●生産環境経営学部生産環境経営学科の1学部1学科で、

農林業経営のプロフェッショナルを養成
2年次から、「栽培コース」「林業コース」「畜産コース」 の
3コースに分かれて各分野の専門科目を履修します。 
実習や演習に重点を置いたカリキュラムが特徴で、実
習等が授業科目の3分の1以上を占めています。

● 基礎的な生産技術に加え、経営管理や加工・流通・販
売に関する専門知識、 先端技術への対応力など、農林
業経営体の中核を担う人材に求められる幅広い知識・
技術の修得を目指すとともに、先進的な経営体での長
期のインターンシップ （臨地実務実習）を必修とするな
ど、 農林業経営における実践力の養成を重視した教育
を行います。

TOPICS
　2021年 4月に新校舎が完成しました。現在、学生寮
の新築工事等の施設整備を進めています。

Shizuoka Professional University of Agriculture

学長：鈴木滋彦
SUZUKI Shigehiko
農学、セルロース・ナノ・
ファイバー研究
任期：2020.4～ 2024.3

生産環境経営学部

静岡社会健康医学大学院大学

学長：宮地良樹
MIYACHI Yoshiki
皮膚科学、アレルギー学
任期：2021.4～ 2025.3

  Shizuoka Graduate University of Public Health

所在地 〒420-0881 静岡市葵区北安東４丁目27番2号
交通 JR静岡駅よりバスで約25分
TEL 054-295-5400　FAX　054-248-3520
設置者 公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学（静岡県）
開学年 2021年　（法人設立年 2021年）
学生定員 20名   教員数  20名   職員数  17名

HISTORY & MISSION
　本学は、社会健康医学に関する単科の大学院としては
全国初の大学院大学として、2021年4月に開学しました。
　社会健康医学とは、伝統的な公衆衛生学にゲノム医学
や医療ビッグデータ解析などの新しい学術領域を加える
ことで、社会における人の健康を幅広い視点から考究・
社会実装する学問です。
　本学は、健康と医療、環境を統合する俯瞰的な視点を
機軸とし、健康寿命の延伸に資する教育研究を通じ、国
際社会に貢献する「知と人材の拠点」を目指しており、
社会健康医学の学識を社会に還元し、医療・保健・福祉
の現場でその向上に貢献できるプロフェッショナルな人
材を育成します。

始まる、健康を探求する学び。一歩先の新しいフィールドへ
PROFILE
●臨床・予防医学の高度化、健康増進・疾病予防対策の最
適化に資する最先端の疫学研究、ゲノムコホート研究、
医療ビッグデータ解析に取り組みます。

●公衆衛生専門職教育の国際的水準である基本 5領域の
みならず、幅広い学識の修得を目指します。

●豊富な研究実績を持つ教授陣による少人数制の授業、金
曜日午後と土曜日を中心とした時間割、オンラインやオ
ンデマンドでの遠隔授業と教育研究指導など、仕事と学
業との両立が可能な環境を整えています。

TOPICS
　現在は修士課程のみですが、将来的には博士課程の設置
も検討しています。

（独立研究科・専門職大学院）

社会健康医学研究科 Ｍ


